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【 校 訓 】 

思いやりのある子ども     ～ やさしく  ～ 

よく考えてしっかり学ぶ子ども ～ かしこく  ～ 

進んでからだをきたえる子ども ～ たくましく ～ 

 

 

 

 

 

 11 月 17 日（金）に船引中学校・美山小学校、その他市内の学校やわかくさ

学園、田村市教育委員会の先生方約５0 名に参加いただき、1 年 4 組算数科、

4 年 2 組理科、5 年 4 組国語科、6 年 1 組社会科、6 年 2 組外国語科の授業の

様子を参観していただきました。これは、船引中と美山小・船引小の連携指

導のさらなる充実と教員の指導力向上を図ることをねらいとして実施しまし

た。参観後、教科部会ごとに授業の様子について意見や感想を述べ合ったり、

日頃の指導事項などについて確認し合ったりしました。その後、各分野の専門の先生方から指導・助言をいただ

きました。今回の授業や協議内容は本校教員同士で共有し、学習指導・生徒指導に生かしています。 
 
 
 
 
 

 

 11 月 14 日（火）に 5・6 年生が 1500m、15 日（水）に

1 年生が 600m、2 年生が 800m、21 日（火）に 3・4 年生が

1000m の持久走に挑みました。子どもたちは、自分の目標

の達成に向けて最後まであきらめずに走りきること、走

っている友達を応援すること、時間を割いて応援に来て

くれたお家の方に感謝することなどを意識して記録会に

臨みました。精一杯頑張って走り終えた子どもたちの笑

顔はとても輝いていました。 

 お忙しい中、応援に駆けつけてくださったご家族の皆

様、ありがとうございました。 

 
 
 洋食のマナーの基本やマ
ナーを守って楽しく会食す
る態度を身に付けることを
ねらいとして、６学年でテーブルマナー給食を実施し
ました。給食センターの方にお越しいただいて、マナ 

ーについて教えていただいた
り、配膳・給仕していただいた
りして、実際にナイフとフォー
クを使って、サラダ、スープ、
ハンバーグ、パン、ケーキなど

を食べました。子どもたちは、少
し緊張しながらも栄養士の先生の話をよく聞いて、会
食を楽しみました。子どもたちにとって、今回の経験
が、将来において生かされることを期待しています。 

 

 

 

 保護者の皆様、お忙しい中、教育懇談にお越しいただき、ありがとうござ 

いました。普段、保護者様と直接お話しする機会があまりとれないのですが、 

今回、お一人約１５分と短い時間の中でも担任とお子さんの学習や生活の様 

子などについてしっかりと話をすることができました。ここで話し合いまし 

たことを今後の指導に生かしていきます。  

 貴重なお時間を割いていただき、誠にありがとうございました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船引小学校だより 
№ 

８ 

本校のホームページで子ども

たちの活動の様子をお知らせし

ています。日々更新しておりま

すので、是非ご覧ください。  

12/15 現在アクセス数  3517080 

お知らせ 

 

「多面的・多角的に見ること」（校長雑感） 

 私は、「生徒」と「先生」という立場の違いはあっても、児童も教職員も基本は「１人の人間」であり、
互いに尊重し合える関係を大切にしたいと考えており、折あるごとに船引小学校教職員にも伝えています。 
「先生」とは、「先に生まれた人」という意味もあり、子どもたちにとって「人生の先輩」でもあります。
つまり、これまでいろいろな経験を積んでこられた保護者の皆様も「先生」と言えます。 
子どもたちは、まだ生まれて１０年前後と人生の経験はまだまだ少なく、どうしても物事を一面的・一方

的に捉えがちです。そこで、私たち「先生」は「人生の先輩」として、それを多面的【出来事を様々な側面か
ら見て捉えること】・多角的【出来事を異なった立場から見ること】・俯瞰的（ふかんてき）【少し高い位置から見て全体を把
握すること】に見て、よりよい方向を示してあげる必要があります。「親」と言う漢字は「木の上に立って見
る」と書きますが、正にそのままを表していると言えますね。 
私たち教職員は、児童の学校生活に関する問題が発生した場合、まず関わった子どもたちの話を聞いて、

事実関係を客観的・俯瞰的に捉えて、そして、多面的・多角的な見方を示しながら、どのような行動が望ま
しいのかを考えさせ、次に生かせるような指導をしています。 
保護者の皆様も人生の先輩「先生」として、お子さんの話をよく聞くとともに、少し違った見方や捉え方

を教えてあげたり、俯瞰的に見てお子さんがよりよい方向に進めるように示してあげたりするなどして、成
長を促すように導いていってあげることが何より大切なことと思います。 
もう充分に考えて実践しておられるご家庭が大半かとは存じますが、私も６０年近く生きてきた人生の先

輩として一言書いてみました。ほんの少しでも参考になりましたら幸いです。 


